
 
 
 
 
 

 

 

東日本大震災と福島原発災害から１年 

―複合巨大クライシスの原因・影響・対策・復興― 
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プログラム 

13:00 開演（12:30 開場） 
13:30 開会挨拶   
 蟹江憲史（東京工業大学社会理工学研究科・准教授/DEVAST*） 
 長谷川玲子（パリ政治学院 IDDRI 研究所**/DEVAST*） ·········································· 1 
13:10 セッション１：福島原発事故の原因、影響、対策 
 モデレーター：黒川哲志（早稲田大学社会科学部・教授） 
 ◆報告① 
 「福島原子力発電所事故の原因と対策、そして大学に今後できること」 ··················· 3 
 師岡愼一（早稲田大学先進理工学研究科共同原子力専攻・教授） 
 ◆報告② 
 「福島原子力災害の社会経済的要因と今後の安全規制のあり方」 ·························· 9 
 松岡俊二（早稲田大学アジア太平洋研究科・教授） 
 コメント： François Gemenne （パリ政治学院 IDDRI**研究所/DEVAST*） 
 Alexandre Magnan （パリ政治学院 IDDRI**研究所/DEVAST*） 
14:40 休憩  
14:50 セッション 2: 今後のエネルギー政策  
 モデレーター：切川卓也（早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科・助教） 
 ◆報告① 
 「災害に強い拡張型マイクロ・グリッドと今後のエネルギー政策」 ···························· 12 
 横山隆一（早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科・教授） 
 ◆報告②    
 「自然再生エネルギーと今後のエネルギー政策」 ····················································· 18 
 勝田正文（早稲田大学創造理工学部・教授）  
 コメント：蟹江憲史（東京工業大学・准教授/DEVAST）  
15:50 セッション 3: 地域の再生・復興   
 モデレーター：松岡俊二（早稲田大学アジア太平洋研究科・教授）  
 ◆報告①  
 「復興への息吹～被災地からのメッセージ～」 ·························································· 26 
 岡田久典（早稲田大学環境総合研究センター・主任研究員） 
 ◆報告②  
 「地域再生：自立へのアクションプラン」 ····································································· 27 
 黒澤正一（早稲田大学大学院環境・エネルギー研究科 教授） 
 コメント：上田紀行（東京工業大学社会理工学研究科・教授/DEVAST） 
16:50 閉会挨拶  
 深澤良彰（早稲田大学理事・東日本大震災復興研究拠点責任者）  
 
 ≪総合司会：長岡千津子（㈱早稲田総研イニシアティブ）≫  

*DEVAST・・・Disaster EVAcuation and RiSk PercepTion in Democracies 

**IDDRI・・・Institute for Sustainable Development and International Relations, Sciences-Po Paris 
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Fukushima Nuclear Accident, Social Regulation, and 
Environmental Innovation
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1. Social Science and Fukushima Accident
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2. Social Regulation on Nuclear Industry
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2. Social Regulation and Innovation
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2. Fukushima Accident, Social Regulation, 
and Technological Innovation
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3. Innovation and Schumpetarian World
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3. Innovation and Environment
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3. Technological Path Dependency 
661 ��78�9Û£:;<=�,ÆÇ$)

H>?JPierson, P. (2004), Politics in Time: History, Institutions, and Social Analysis, Princeton U.P., @AB�C(2010),DÉòÂl

ÆÇ^
$)
ú$E?FG
�Ö
��¥HI JKLM, p.29·�NOª

9

3. Social Regulation and Environment
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3. Porter Hypothesis
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3. CSR and Environmental Innovation
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4. Fukushima Accident and Regulatory Agencies
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4. History of Regulation in Japan
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4. Regulatory Agencies in Japan
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ççªCharacteristics of Regulation in Japan
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5. After Fukushima Accident
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6. Climate Change after COP17
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7. Concluding Remarks
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３月８日 報告要旨   環境総合研究センター         岡田 久典 
 
研究の概観 東日本大震災被災地における、復興過程で生じた各種問題の諸相の整理と、

対応としての「連携」のあり方について 
 
岡田の研究・活動対象としては、岩手、宮城、福島３県、１８市町村に及んでおり、被災

地域における、地域資源活用、雇用・生業創出手法開発とその阻害要因分析を研究・実践

している。 
政府の緑の分権改革モデル実証事業震災地枠の例から、各地における地域資源活用、雇用・

生業創出手法の概観を行うとともに、被災者（団体）から「復興の担い手」への変容プロ

セスについての知見集約の方向性について述べる。 
今回の報告では特に、様々な意味で東日本大震災の影響及び復興過程で生じた一種の社会

矛盾的な諸相が集中的に表れている一方で、現地での研究・活動が比較的容易な「福島県

いわき市」での事例を紹介する。 
○警戒区域からの避難者と地元住民の関係 
○補償、支援措置による格差生成 
○風評のメカニズムとその被害及び対策 
○従来型行政の継続による各種問題 
○首都圏住民等（特にプロボノ人材＝スキルを持った組織人）との連携事例と効果の分析 
 ・オンパクネットワーク（温泉を活用したまちづくり）、日本フェイスブック学会、結結

プロジェクト（首都圏女性と地元女性のネットワーク） 
（業者ではなく）地域住民が市を動かして、国の被災地支援大型助成（再生可能エネルギ

ー等調査）への応募を実現させた例 
 
ゲスト 植木さん（女性） 自主避難者→復興者 新宿区在住 
今被災地では何が起こっているか、スウェーデンとの連携活動 
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Memo 



◆早稲田大学東日本大震災復興研究拠点 インフラ・防災系復興研究プロジェクト
複合巨大クライシスの原因･影響･対策･復興に関する研究
http://www.waseda.jp/prj-matsuoka311/

◆DEVAST≪Disaster EVAcuation and RiSk PercepTion in Democracies≫
www.devast-project.org

http://www.waseda.jp/prj-matsuoka311/
http://www.devast-roject.org/
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